
源
と
し
て
実
用
化
を
図
る
。

県
内
の
み
か
ん
園
地
は
山

間
部
の
急
傾
斜
地
に
位
置
し
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ビ
ジ
ネ
ス
版

新
ビ
ジ
ネ
ス
版

企
業
の
未
来

の
質
を
上
げ

た
い
」
と
述

べ
た
。

東
京
女
子
大
学
の
内
田

和
成
特
別
客
員
教
授
に
よ

る
「
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー

の
意
思
決
定
力
。
不
確
実

性
を
突
破
す
る
経
営
思

考
」
と
題
し
た
基
調
講
演

や
「
決
め
る
を
動
か
す
。

よ
い
意
思
決
定
を
支
え
る

経
営
企
画
の
役
割
」「
Ｎ

Ｅ
Ｃ
が
実
践
す
る
デ
ー
タ

ド
リ
ブ
ン
経
営
と
企
業
変

革
」
な
ど
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
開
催
。
受
講
者
が

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

日
本
瓦
斯
（
ニ
チ
ガ

ス
）
は
先
頃
、
東
京
都
調

布
市
の
味
の
素
ス
タ
ジ
ア

ム
で
開
催
さ
れ
た
サ
ッ
カ

ー
Ｊ
１
リ
ー
グ
・
東
京
ヴ

ェ
ル
デ
ィ
の
ニ
チ
ガ
ス
冠

試
合
「
ニ
チ
ガ
ス
Ｄ
Ａ

Ｙ
」
を
後
援
し
た
。
当
日

は
、
ニ
チ
ガ
ス
Ｄ
Ａ
Ｙ
特

別
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
の
選
手
が
着
用
し

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
と

対
戦
（
１
対
㱷
で
勝
利
）。

同
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
あ
し

ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
エ
コ

バ
ッ
グ
を
先
着
1
万
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
の

企
画
も
実
施
し
た
。

ま
た
場
内
に
特
設
ブ
ー

ス
も
出
展
。
ガ
ス
料
金
の

支
払
い
で
東
京
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
を
応
援
で
き
る
プ
ラ
ン

「
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ガ
ス
」、

電
気
も
セ
ッ
ト
に
し
て
加

入
で
き
る
「
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

ガ
ス
で
ん
き
」
の
新
規
加

入
受
け
付
け
を
行
っ
た
ほ

か
、
既
存
の
同
サ
ー
ビ
ス

加
入
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

抽
選
会
も
行
っ
た
。

試
合
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
日
本
瓦
斯
の
柏
谷
邦

彦
社
長
が
サ
ポ
ー
タ
ー
に

向
け
て
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
ピ

ー
チ
を
行
い
「
日
頃
は
ヴ

ェ
ル
デ
ィ
ガ
ス
・
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
で
ん
き
を
通
じ
て
ニ

チ
ガ
ス
へ
の
た
く
さ
ん
の

応
援
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」「
困
難

【
札
幌
】
中
和
石
油
（
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
系
＝
札
幌
市
中

央
区
・
杉
澤
謙
次
郎
社

長
）
は
、
２
㱷
２
㱷
年
㱽

月
か
ら
既
存
店
舗
を
承
継

し
花
屋
「
彩
生
堂
」（
同

・
今
井
雅
之
社
長
）
を
運

営
し
て
い
る
。
札
幌
市
内

の
自
社
ビ
ル
へ
移
転
し
再

出
発
し
た
同
店
は
、
今
年

で
創
業
��
年
を
迎
え
た
。

９
月
2�
日
に
は
新
た
な

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
壁
画
を

店
舗
正
面
に
描
き
、
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
が
完
成
し
た

（
写
真
）。
原
画
は
「
花

を
贈
る
人
も
受
け
取
る
人

も
幸
せ
に
」「
大
切
な
人

に
花
を
贈
り
た
い
と
思
え

る
よ
う
に
」
と
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
も
と
に
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
で
作
成
。
描
い

た
の
は
２
㱷
２
３
年
か
ら

同
店
が
イ
ン
タ
ー
ン
を
受

け
入
れ
て
い
る
、
北
海
道

芸
術
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

の
生
徒
２
人
と
教
員
１
人

だ
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指

す
学
生
へ
、
通
常
の
イ
ン

タ
ー
ン
と
は
違
っ
た
学
び

の
機
会
を
提
供
し
た
。

壁
画
と
と
も
に
設
置
し

た
ベ
ン
チ
に
座
る
と
、
ま

る
で
大
き
な
花
束
を
持
っ

て
い
る
か
の
よ
う
な
写
真

が
撮
影
で
き
る
。
現
在
は

通
行
人
や
工
事
現
場
の
作

業
員
に
よ
る
休
息
場
所
と

し
て
の
利
用
が
多
く
み
ら

れ
る
が
、
今
井
社
長
は

「
地
域
住
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
自
由
に
利
用
し
て

も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。

ま
た
個
人
利
用
客
の
拡

大
を
目
的
と
し
て
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
花
の
注
文

客
へ
、
発
送
前
に
完
成
写

真
を
送
信
す
る
こ
と
で
イ

メ
ー
ジ
違
い
を
防
ぐ
ほ

か
、
記
念
日
を
登
録
す
る

と
約
１
カ
月
前
に
顧
客
へ

通
知
し
、
購
入
意
欲
の
喚

起
を
狙
う
。

同
社
が
運
営
す
る
Ｓ
Ｓ

利
用
客
へ
も
壁
画
を
は
じ

め
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
案

内
し
、
彩
生
堂
へ
の
来
店

を
促
し
て
い
る
。
同
店
西

村
一
之
専
務
は
「
楽
し
く

写
真
を
撮
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

投
稿
し
て
ほ
し
い
。
壁
画

が
店
舗
の
広
告
塔
と
な
っ

て
、
歩
行
者
を
ひ
き
つ
け

る
存
在
に
な
れ
ば
」
と
期

待
を
寄
せ
る
。
同
店
の
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
で
は
、
完
成
ま
で
の
過

程
を
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
動
画

で
公
開
し
て
い
る
。

大
阪
・
光
の

饗
宴
2025
開
催

大
阪
府
な
ど

【
大
阪
】
大
阪
府
や
大

阪
市
、
大
阪
観
光
局
、
経

済
団
体
な
ど
で
構
成
す
る

「
大
阪
・
光
の
饗
宴
実
行

委
員
会
」
は
３
日
か
ら

「
大
阪
・
光
の
饗
宴
２
㱷

２
㱼
」
を
開
催
し
て
い
る

（
写
真
）。
大
阪
芸
術
大

学
と
大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金

庫
が
特
別
協
賛
、
岩
谷
産

業
や
大
阪
ガ
ス
、
阪
和
興

日
本
精
機

【
長
岡
市
＝
新
潟
】
電

子
機
器
の
製
造
、
販
売
を

行
う
日
本
精
機
（
本
社
長

岡
市
）
は
、
一
酸
化
炭
素

濃
度
測
定
器
「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
ａ

ｍ
ｐ
（
シ
ー
オ
ー
ラ
ン

プ
）」
を
2�
日
か
ら
発
売

す
る
。
空
気
中
の
一
酸
化

炭
素
濃
度
に
応
じ
て
音
と

光
で
危
険
を
知
ら
せ
、
中

毒
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
。

電
源
は
単
㱻
型
ア
ル
カ
リ

乾
電
池
２
本
。
電
池
を
除

く
重
量
は
�0
㌘
と
軽
量

で
、
日
常
の
ほ
か
キ
ャ
ン

プ
、
車
中
泊
な
ど
で
活
用

で
き
る
。

一
酸
化
炭
素
は
無
色
、

無
臭
で
中
毒
症
状
が
現
れ

る
ま
で
危
険
に
気
づ
き
に

く
い
。
冬
季
は
石
油
ス
ト

ー
ブ
の
使
用
が
増
え
、
リ

ス
ク
が
高
ま
る
時
期
だ
。

同
社
は
「〝
み
え
な
い

も
の
を
み
え
る
よ
う
に
す

る
こ
と
〞
が
使
命
。
こ
れ

か
ら
も
社
会
課
題
に
対
応

し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
を
行
っ
て
い
く
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

今
回
の
取
り
組
み
は
Ｋ

Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｉ

ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ

ｃ
ｅ
（
本
社
東
京
都
港
区

・
福
井
智
明
社
長
）
が
全

国
展
開
し
て
い
る
ハ
ウ
ス

【
八
幡
浜
市
＝
愛
媛
】
四

国
電
力
と
東
京
農
工
大
学
大

学
院
の
研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど

㱻
者
は
10
月
22
日
、
実
際
の

農
地
で
「
微
生
物
燃
料
電

池
」
が
継
続
し
て
発
電
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
と
発
表
し

た
。
昨
年
９
月
か
ら
伊
方
サ

ー
ビ
ス
（
伊
方
町
・
池
田
修

司
社
長
）
が
運
営
す
る
、
愛

媛
県
八
幡
浜
市
や
伊
方
町
の

み
か
ん
園
地
で
実
証
試
験
を

し
て
い
た
。

「
微
生
物
燃
料
電
池
」
は

有
機
物
の
分
解
時
に
電
子
を

放
出
す
る
発
電
菌
の
性
質
を

【
東
京
】「
予
実
管
理
」

の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
開
発
・
提
供
す
る

Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
（
本
社
東

京
都
港
区
・
山
本
清
貴
社

長
）
は
先
頃
、
都
内
で
経

営
者
・
経
営
企
画
部
門
向

け
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「
Ｃ

Ｏ
Ｎ
Ｘ
２
㱷
２
㱼
〜
隔
た

り
を
つ
な
ぐ
経
営
企
画
へ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
店
舗
ブ
ラ
ン
ド

「
お
そ
う
じ
革
命
」
に
加

盟
し
て
行
う
新
規
事
業
。

建
設
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
強

み
を
も
つ
三
神
と
播
州
の

登
壇
者
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

疑
問
を
ぶ
つ
け
て
、
学
び

を
深
め
る
ア
フ
タ
ー
ト
ー

ク
の
機
会
も
設
け
た
。
各

企
業
の
経
営
企
画
部
門
の

〜
」
を
開
催
し
た
。

山
本
社
長
は
「
多
く
の

会
社
で
は
各
部
署
に
Ｅ
ｘ

ｃ
ｅ
ｌ
や
業
務
シ
ス
テ
ム

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ

が
散
ら
ば
っ
て
い
る
」
と

指
摘
。「
経
営
デ
ー
タ
を

一
元
管
理
・
可
視
化
し

て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

人
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
最
適

配
置
が
で
き
る
と
組
織
や

人
の
行
動
も
変
わ
る
」
と

強
調
。
同
社
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
予
実

管
理
」「
人
員
管
理
」「
売

上
予
実
管
理
」
を
紹
介
し

「
組
織
の
距
離
を
縮
め
、

来
場
者
が
自
由
に
交
流
で

き
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ラ
ウ
ン
ジ
を
用
意
。
テ
ー

ブ
ル
ご
と
に
テ
ー
マ
を
定

め
、
自
社
に
生
か
せ
る
事

な
状
況
で
も
諦
め
な
い
、

ひ
た
む
き
な
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

ら
し
い
サ
ッ
カ
ー
。
こ
れ

を
緑
の
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち

が
雨
の
な
か
、
声
が
枯
れ

る
ま
で
全
力
で
応
援
し
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
陣
営

に
わ
れ
わ
れ
も
参
加
で

き
、
本
当
に
幸
せ
」
と
感

謝
を
伝
え
、
来
季
以
降
も

ニ
チ
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
一
同

で
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
と
サ
ポ
ー

タ
ー
を
応
援
し
て
い
く
こ

と
を
誓
っ
た
。

業
、
南
海
電
鉄
な
ど
が
協

賛
・
協
力
し
て
い
る
。

コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
「
御
堂
筋
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
２
㱷
２
㱼
」（
開

催
期
間
・
㱻
月
９
日
か
ら

実
施
中
、
12
月
31
日
ま

で
）
と
「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
光

の
ル
ネ
サ
ン
ス
２
㱷
２

㱼
」（
12
月
1�
〜
2�
日
、

一
部
は
㱻
月
９
日
か
ら
実

施
中
、
12
月
31
日
ま
で
）

を
開
催
。
ま
た
エ
リ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
2�
団
体

が
2�
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
大
阪

市
内
９
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
大

阪
府
域
1�
プ

ロ
グ
ラ
ム
）

を
行
う
ほ

か
、
２
階
建

て
オ
ー
プ
ン

デ
ッ
キ
バ
ス

「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ａ

Ｓ
Ｋ
Ｙ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

Ａ
」
の
特
別

便
も
運
行
さ

れ
る
（
事
業

主
催
・
近
鉄

バ
ス
）。

Ｄ X

特
色
を
生
か
し
、
三
愛
オ

ブ
リ
の
ガ
ス
事
業
部
が
進

め
る
Ｌ
Ｐ
（
ラ
イ
フ
パ
ー

ト
ナ
ー
）
ビ
ジ
ネ
ス
の
一

環
と
し
て
注
力
す
る
。

三
愛
オ
ブ
リ
と
Ｋ
Ｉ
Ｒ

Ｅ
Ｉ

ｐ
ｒ

ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ

は
８
月
に
契

約
を
締
結
。

現
在
、
都
内
の
専
用
施
設

で
２
カ
月
間
に
わ
た
る
研

修
を
、
三
神
・
播
州
の
社

員
計
３
人
が
都
内
に
居
を

構
え
て
連
日
受
講
し
て
い

る
。
11
、
12
月
の
両
店
の

開
店
に
備
え
、
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
務
に
必
要

な
広
範
な
専
門
技
術
や
接

遇
、
営
業
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

含
め
た
あ
ら
ゆ
る
ノ
ウ
ハ

ウ
習
得
に
集
中
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

三
愛
オ
ブ
リ
は
今
事
業

を
通
じ
て
三
神
・
播
州
両

社
の
ガ
ス
顧
客
に
ハ
ウ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
提
案
を
積

極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

既
存
顧
客
へ
の
ガ
ス
機
器

や
リ
フ
ォ
ー
ム
販
売
、
さ

ら
に
は
神
埼
市
、
高
砂
市

と
周
辺
の
幅
広
い
層
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
新
規
顧
客

獲
得
に
も
つ
な
げ
る
構

え
。
ま
た
両
Ｆ
Ｃ
店
と
も

に
集
合
住
宅
の
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
も
請
け
負
う

た
め
、
他
ガ
ス
会
社
と
の

差
別
化
効
果
に
も
期
待
を

寄
せ
る
。

　三愛オブリのガス事業部は、1�日に「おそうじ革命
　オブリ神崎店」（佐賀県神埼市）、12月㧛日に「おそ
うじ革命　オブリ高砂店」（兵庫県高砂市）を相次い
で出店する。前者は三愛オブリガス三神、後者は三愛
オブリガス播州の社員が直接携わる。

例
発
見
の
場
と
し
た
。
日

頃
抱
え
て
い
る
課
題
解
決

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
行
っ
た
。
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｇ
Ｌ

Ｅ
ユ
ー
ザ
ー
会
で
好
評
だ

っ
た
企
画
で
、
来
場
者
が

主
体
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

「
隔
た
り
」
を
変
え
て
い

く
契
機
と
な
っ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
小
玉
浩

Ｎ
Ｅ
Ｃ
執
行
役
は
「（
直

感
や
経
験
則
に
頼
ら
ず
、

意
思
決
定
や
事
業
運
営
を

デ
ー
タ
や
フ
ァ
ク
ト
に
も

と
づ
い
て
行
う
）
デ
ー
タ

ド
リ
ブ
ン
経
営
は
〝
文

化
〞
の
変
革
。
デ
ー
タ
を

可
視
化
し
た
際
、
過
去
に

と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な

く
、
経
営
層
・
従
業
員
が

同
じ
デ
ー
タ
を
共
有
・
可

視
化
し
て
、
フ
ァ
ク
ト
に

向
き
合
っ
て
未
来
に
向
け

て
ど
う
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る

か
が
大
切
」
と
語
っ
た
。

利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

温
度
や
湿
度
の
計
測
機
器
、

長
距
離
通
信
機
器
な
ど
の
電

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
微
生

物
燃
料
電
池
を
活
用
し
た
遠

隔
地
か
ら
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

が
実
現
す
れ
ば
生
産
者
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
み
ら

れ
る
。

来
年
３
月
末
ま
で
行
う
新

た
な
実
証
試
験
で
は
、
農
地

に
お
け
る
微
生
物
燃
料
電
池

を
電
源
と
し
た
セ
ン
シ
ン
グ

や
長
距
離
通
信
の
実
用
可
能

性
を
検
証
す
る
。
㱻
者
は
今

回
の
実
証
実
験
を
通
じ
て
微

生
物
燃
料
電
池
を
活
用
し
た

農
業
の
ス
マ
ー
ト
化
・
省
力

化
を
推
進
し
、
引
き
続
き
農

業
生
産
者
の
課
題
解
決
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

新商材

微生物燃料電池の発電確認

温・湿度計や通信用に活用

四
国
電
力
ら
４
者

Ｌ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
、差
別
化
に
期
待

三
神
・
播
州
に「
お
そ
う
じ
革
命
」Ｆ
Ｃ
店

三愛オブリ ガス事業部

ハウスクリーニング事業参入

Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｇ
Ｌ
Ｅ

想
い
込
め
た
壁
画
完
成

中
和
石
油
地
元
花
屋
を
承
継

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ガ
ス

で
ん
き
加
入
者
へ「
感
謝
」

Ｊ
リ
ー
グ
冠
試
合
を
後
援
ニチガス

〝
冬
場
の
事
故
防
ぐ
〞

一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
器
28日発売

試合前に選手たちと記念撮影（㧜列目右端が柏谷社長）

「
隔
た
り
つ
な
ぐ
」交
流
の
場
も

経
営
層

向

け

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

微
生
物
燃
料
電
池

左
か
ら
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｉ

ｐ
ｒ

ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
の
鈴
木
良
次
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
部
長
、
同

・
猪
野
凌
太
郎
開
業
推
進
課

課
長
、
三
愛
オ
ブ
リ
の
石
井

浩
一
郎
ガ
ス
事
業
部
長

ウィークリー・コメンタリー
陸上市況：ガソリン相場は「いっ
てこい」の展開だった。補助金込
み元売基準価格は前週よりۅ

3000円上昇したものの、暫定税率
廃止にともない補助金が11月半
ばより増額されるとの見方が重し
になった。先安観測が強く、リセ
ット上げは実施されなかった。業
者は相場が下がる前に一部のガソ
リンを売る一方、補助金増額で価
格競争力が高まるガソリンについ
ては売り時を11月後半まで延ば
すという。需要家は調達を必要最
小限にとどめ、月内では価格が最
も低いと見込まれる月後半まで本
格的な調達を控えるとの見方があがった。プラッツの試算では、単位当たりのコストが高いＳＲ
型タンカーを使用すると、中京・阪神のガソリン価格は想定輸入価格を一時下回った＝グラフ参
照。これを受けた輸入業者の値上げで、阪神と他の３地域の価格差が縮小したとされる。
　灯油相場は底堅く推移した。補助金額は当面変化しないとの見方や気温低下にともなう需要の
拡大が下支えした。ガソリンや軽油と異なり、一部の業者はリセット上げを実施した。11月前半
の天気予報に基づき貯め込みを控える業者がいる一方、他の業者は冬場に備えて満タンにしたと
される。軽油相場は週末にかけて上値を削った。ガソリンと同様に補助金額が11月半ばより増え
るとみられることから、利幅の拡大を狙う業者は積極的に売り始めた。補助金の増額幅はガソリ
ンより小さいと予想されるため相場の下落幅は限られたが、需要家は先々の価格下落を見越して
軽油を買い控えた。11月後半の補助金は前半より増額されるとの見方から、業者は補助金増額に
より価格競争力を増す軽油の売りを手控えたという。ガソリンと同様、リセット上げはほぼ実施
されなかった。 （無断転載を禁ずる）

※国内の陸上マーケットは小正路（hiroyuki.koshoji@spglobal.com）が担当しています。
　質問がある方はメールでお問い合わせ下さい。

eWindow 成約概況（陸上）
成約日時 商　品 数量 出荷地 価　格 税込価格
10月31日 ガソリン 50 阪 神 76,500 130,300

10月31日 ガソリン 50 阪 神 76,500 130,300

成約日時 商　品 数量 出荷地 価　格 税込価格
10月31日 ガソリン 50 阪 神 76,500 130,300

10月31日 ガソリン 50 阪 神 76,500 130,300

（過去１週間：月～金）

（単位：数量は㎘，価格は円/㎘）

陸上価格
神奈川 千　葉 中　京 阪　神

ガソリン 76,500 - 76,500 - 76,500 100 76,500 500

灯　油 84,000 4,000 84,000 4,000 84,000 4,000 84,000 4,000

軽　油 76,400 2,400 76,400 2,400 76,400 2,900 76,400 2,900

Ａ重油（0.5％） 81,500 3,500 81,500 3,500 81,500 3,500 81,500 3,500

LSA重油 82,000 3,500 82,000 3,500 82,000 3,500 82,000 3,500

（金曜日価格、前週比）

（単位：円/㎘）

毎週火曜日掲載
週間取引概要（2025.10.27～31）

ウィークリー・サマリー




